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師走に入り寒さが身にしみる頃となりましたが、皆様いかがお過ごし 

でしょうか。日頃は、少年センターの青少年健全育成のための活動 

に、ご理解ご協力をいただきありがとうございます。 
 

  

 

 

 

 日本善行会表彰＜銅章＞（２２年）１１月２９日  
 

富樫  徹（稲羽東）  池田 利香（緑 苑） 

                                                                                            

 岐阜県子ども・女性部長表彰（１０年）１１月１６日  

 

伊藤 邦雄（那加一）  遠藤 善三（那加一）    
仙石 浅善（稲羽西）  林   泉（鵜沼一）    
水野 優一（蘇原一）  市川 千尋（陵 南）     

 

 各務原市教育委員会表彰 (８年) １０月２２日  

 

近藤亜矢子 (少年センター運営委員) 

 

 各務原市教育委員会表彰（６年）１０月２２日  

                                  

水野 香織（川 島）  金森 幸雄（鵜沼三）  
水野 滿夫（鵜沼二）  玉木 和夫（陵 南） 
宇野澄美夫（那加三・令和６年度末退任） 
西田 幸二（蘇原二・令和６年度末退任） 

 

 岐阜県青少年育成県民会議会長表彰（５年）１１月１６日  
 

古川 健二（那加二）  尾関 智也（川 島） 
波多野優子（川 島） 

 

 各務原市青少年育成市民会議表彰（４年）１０月２２日  

 

熊﨑 健二（那加一）  山田 浩史（那加三） 
松原 浩平（尾 崎）  奥村 昭治（川 島） 
永田 英治（川 島）  山本 孝之（八木山） 
山下 晴彦（八木山）  平上 淑子（八木山） 
長縄 幸弘（各 務）  和田  尚（蘇原二）   
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永年にわたる補導委員・運営委員としての功績が認められ，次の

方々が表彰を受けられました。おめでとうございます。 （敬称略） 

 

 

 

少年センターだより   
各務原市少年センター発行 
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 今年度の少年センターの管外研修は、補導委員３０名が参

加され、名古屋少年鑑別所を訪問しました。少年鑑別所の業

務や役割について見識を深めることができ、地域で出会う少

年たちへの好ましい接し方を考える機会となりました。 

 

 

『法務省名古屋少年鑑別所への管外研修』 

鵜沼中学校区副代表 今西 雅章                                                                  

 １０月９日(木)爽やかな秋晴れの朝８時３０分、補導委員３０名、少年センター３名の総勢３３名にて研修が始

まりました。冒頭、緑陽中校区の金森幸雄さんが補導委員を代表して挨拶され、次に少年センターの船水雅洋

所長補佐が、残念ながら参加できなかった神田所長の代わりに挨拶されました。 

 名古屋少年鑑別所では、内田桂子所長に説明・解説・問題点・質疑応答頂きました。 

 まず、鑑別所と少年院の違いについて説明して頂きました。少年院は家庭裁判所の審判が下された結果、少

年院送致が決まった少年が行くところで、矯正教育や社会復帰支援を行う機関。少年鑑別所は審判を受ける

前の少年に対し、家庭裁判所の求めに応じて①鑑別②観護処遇を行うと共に、③地域援助を行う機関とのこ

とです。 

①鑑別とは、法務技官や法務教官などの専門家が、対象者の非行又は犯罪の原因として本人の資質や家

庭環境や学校・職場環境の問題を明らかにした上で、更生のための指針を示すことを目的に実施します。 

②観護処遇とは、収容している者に対する鑑別以外の対応のすべてのことで、基本的な生活習慣などに関

する助言・指導を行います。特に、落ち着いた気持ちで審判を受けることができることを目的として、所内では

規則正しい生活を送ります。 

③地域援助とは「法務少年支援センター」として、学校や福祉施設等の関係機関団体から依頼を受けて、本

人や家族の困り事について 1.能力・性格の調査 2.問題行動の分析や指導方法等の提案、3.本人や家族に対

する心理相談といった対応を行います。鑑別所の法務技官や法務教官といった専門家の能力を、収容された

少年だけでなく、地域の一般の人々にも活用してもらうことで、鑑別所という閉ざされた内側が見え難い施設

についての理解を得る糸口となると共に、普段、外部と切り離されがちな職員にとっても外部と繋がる機会とな

っています。 

ちなみに、非行や犯罪で家庭裁判所にて審議される少年は年４万人強、内、少年鑑別所へ収容されるのが５

千人強、その内、少年院へ送致されるのが１６００人程だそうです。 

 質疑応答の時間も補導委員の皆さんからの活発な質問に内田所長から丁寧に返答頂きました。例えば名古

屋少年鑑別所の収容人数や職員の人数についての質問には、表示されている定員は１００名だが、全員個室に

するため最大７０名とし、通常は３０〜４０名程収容しているとのこと。対応する職員は５０名だが、一年中２４時

間体制であり、裁判の有る場合は少年１名につき２名が付き添わなければならないなど、厳しいとのことでした。 

 研修後、名古屋浩養園にて美味しい昼食を頂き、熱田神宮に寄って帰路に着き

ました。 

 今回、お忙しい中、丁寧に御対応頂きました内田所長を始め職員の皆様、管外

研修を企画・運営頂いた少年センターの皆様に敬意と感謝申し上げます。ありが

とうございました。 
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浅野市長様、丹羽教育長様、伊藤事務局長様を来賓にお迎えして、４５名の皆様の

参加により開催されました。 

初めに、本年度代表幹事 白木代表（鵜沼中校区）が、「愛の声かけを通して、子ども

だけでなく、地域の人たちとのつながりも大切にしていきましょう。」と挨拶されました。 

続いて、日本善行会より秋季善行表彰銅章を受賞される池田利香様、富樫徹様が

紹介され、池田様から「補導活動がライフワークになっています。これからも補導委員同士の交流も大切

にして活動を続けていきたいです。」とお話がありました。 

交流の場では、それぞれの校区の情報交流や日頃の補導活動に

対する思いを出し合いながら、楽しく有意義なひとときを過ごすこと

ができました。 

幹事校区の鵜沼中校区、会計の緑陽中校区の皆様には、当日の

会場のお世話等、ご尽力をいただきありがとうございました。 
 

 

教育長、各務原警察署生活安全課長、担当校長、主幹教諭、小中高特別支援学校の生徒指導主事、

学校教育課指導主事、少年センター職員等が出席し、「学警連」が開かれました。 

 教育長からは、生徒指導対応の原点として、「初期対応」「報連相(報告・連絡・相談)」「情報共有」

の３点が大切であるとお話がありました。 

児童生徒の現状についての情報交流では、生活安全課長から管内の少年非行の現状について、SNS

を通して犯罪に巻き込まれるケースもあることから、情報モラル教育の必要性につ

いての話がありました。少年センターからは、補導委員の巡回時に出会った子ども

たちのほほえましい姿や気になる姿の紹介、店舗などの巡回時に得られた情報など

の報告をしました。 

  

 

 
 
 
 
 
 

１０月は、休日になると天気が崩れる日が多かったですが、行先を変更して巡回する 

など、工夫して活動していただけました。 
 

那加中校区 

那加中生徒指導の先生より、この数ヶ月内で那加

中生徒が被害にあう暴力問題が数件発生している

との情報がありました(被害届提出済)。被害にあっ

た日吉神社を中心に目が行き届かない所を重点的

に巡回しましたが、本日については問題ありません

でした。 

稲羽中校区 

過ごしやすい季節になり、浄水公園、西小などい

つもより人が多く見られ、とても活気がありました。

大橋交流広場では、小さいお子さん連れの家族が１ 

組、挨拶を交わしました。水際で石投げを楽しむ光

景を見ることが出来ました。高架下などは全く人気も

なく特に問題ありませんでした。 

 

 

(補導日誌から抜粋) 
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あいさつの反応や子どもたちの様子など、地域のつながりを感じられる多数のコメントを拝見させていただいておりま

す。昨今、見守り活動的な要素が強い少年補導活動とはなっていますが、多くの大人が子どもたちに関心をもって接して

いるからこそ、地域の安全・安心につながっていると思います。(岐阜県子ども・女性政策課 青少年係) 

毎月の補導活動の報告内容に対して、県の担当の方より下記のような言葉をいただきました。 

桜丘中校区 

市民公園の噴水の水音を聞きながら、低学年の

女の子２人と読書している親子がいた。「いよいよ読

書シーズン。子どもさんといっしょにすてきなご家族

ですね。」と声掛けする。学びの森では、お父さんと

子ども３人がワイワイ言いながら楽しそう

にどんぐり拾いをしていた。久しぶりに親

子で自然を楽しむ家族を垣間見ることが

出来、ほっとするパトロールであった。 
 
川島中校区 

本日の天気は曇りで数時間前には雨模様でしたの

で、外にいる方もまばらでした。渡八幡神社の横に

あるコンクリート防火水槽の上で男子小学生３人が

遊んでいたので、注意の声掛けを行いました。 
 
緑陽中校区 

公園の巡回時、ゴミを拾っていたところ、

遊んでいた小学生が遊びをやめて、自主的

にゴミ拾い手伝いをしてくれ、温かい気持

ちになれました。また、公園を出ようと車に乗り込ん

だところ、小学生が声をかけてきたため何か？と思

い窓を開けると、公園の草花を摘んで花束にして渡

してくれました。補導活動では巡回、声掛けだけでな

く、安全に遊べるよう美化活動を行ってきましたが、

子どもたちに活動を認めてもらえたように感じました。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鵜沼中校区 

鵜沼中と中央中の生徒がアピタの

フードコートによく出入りしていて、ト

ラブルになったこともあると聞いたの

で、様子を見に行ったが、中学生は見られなかった。

休日よりも学校帰りに行くことが多いと予想される。 
 
蘇原中校区 

天候が悪いので、イオンモール各務原インター店

を巡回することにしました。各テナントは人でいっぱ

いで、駐車場も満車状態です。２階のＮａｍｃｏ、ヴィ

レッジヴァンガード、３階のゲームコーナも盛況でし

たが、子どもたちだけという状態は見られませんでし

た。３階のフードコート・テラス席入口にイオンモール

の警備担当者の方がおみえでした。この時間はたむ

ろする若者がいるので、時々見回る

との事です。本日は、異常ありませ

んでした。 
 
中央中校区 

今日は雨降りの為、アピタと浪漫遊だけ巡回しま

した。アピタ１F のカードゲームコーナーは子どもは

一人もいませんでした。PTA の補導委員さんのお

話では、浪漫遊のクレーンゲームの商品は２週間に

一度入れ替えるとのことでした。今日も親子連れで

いっぱいでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談相手は人間？AI？ 

職場での業務上の判断、家庭や人間関係の悩み… 迷ったときに、あなたは誰に相談しますか？ 

あるアンケートによると、「人間の方が相談しやすい」と答えた人が 25％に対し、「AI の方が相談しやす

い」と答えた人はなんと 75％だったそうです。これは、匿名性が高く、いつでも気軽に話せる利便性による

ものかもしれません。一方、人間に相談する派の意見は、「実際に経験してきた人のアドバイスには、説得

力や温度感がある」というもの。 

AIの効率性を武器にしつつ、人とのつながりから生まれる深みや安心感も大切にする。 

必要なのはそのバランスをはかることかもしれませんね。 

ＡＩ(人工知能)とは「人間の知的な活動（認識、判断、計画、学習

など）をコンピューターで実現するための技術の総称 

 


